
 

 

  2025第 1,2,3 RUTC 永遠の答えの始まり(2)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2025年 1 月 11 日 週間祈りカード 
△産業宣教 

永遠の嗣業の始まり(創 37:1-11) 
△RT と TCK 伝道学 

最も正確な始まり(創 37:1-11) 
△核心 

あらかじめ答えを見つけると真の感謝が回復される 

□序論 

1.これは正確な神様の約束成就 

1)変えること(創 13:18)不信仰を完全に変えて祭壇を築く 

2)見つけること-アブラハム(多くの国民の父、創 17) 

3)建てたこと-モリヤ山の契約(息子の代わりに雄羊) 

2.神様の契約は必ず成就 

1)イサク(創 26:12-24) 100 倍で祝福。泉の根源とレホボテの祝福 

2)ヤコブにこの祝福が伝達-イスラエル 

3)ヨセフ 世界福音化の契約がヨセフに成就 

□本論 

1.私はどのように世界福音化するのかが正確ならば、そのときから

すべての働きは始まる(創 37:1-11) 

私に与えられた伝道 

△全世界の多くの牧会者、多くの次世代が伝道できなければならな

い。それが福音を持っている証拠だ。 

1)正確な世界福音化 

2)99.9%が理解できないこと 

3)創 37:11ヤコブとヨセフが心にとどめた 

△定刻祈りや 24祈りをするとき、私に与えられた伝道は何か、正確

でなければならない。神様の正確な伝道の計画を握れば、無条件

に働きが起こり始める 

2.過程 問題、葛藤、危機にあうとき、答えを持って行く 

1)創 39:1-6 ポティファルの家で 

2)創 40:1-23 監獄で 

3)創 41:38 王の前 

3.必ず神様の目標がある。私たちのすべての目標は神様に栄光を帰

すことだ。 

1)この栄光の光は暗闇を打ち砕いてしまう。 

2)宣教 暗闇が打ち砕かれると全世界を生かすことが起こる。 

3)次世代を生かすようになる。 

□結論_0.1% 

人が理解できることが基準ではなく、0.1%が理解する神様のことに

なるべき。 

1.ただは必ず答えられることに集中することだ。 

2.必ず生かす答えに集中する唯一性 

3.未来を生かす答えに集中する再創造 

□序論 

1.何をすべきなのか 

2.どのようにすれば良いのか 

3.いつしなければならないのか 

△正確-どのように正確に始めるの

か、そして、多くの人々がこの

ように質問する。この部分を見

つけられないときは、とても苦

しいが、この質問を継続して見

つけるときは、正確になるの

だ。 

□本論_現実-私の前に現実がある 

これが最も正確な始まりだ。 

1.奴隷 

2.監獄 

3.王 

△王の前に行くまで奴隷、監獄が

ある。これが難しいこともある

が、ここでレムナントは三つの

ことを学ぶ必要がある。 

 

3集中-朝、昼、夜(24・25・永遠) 

深い祈り(Ⅱコリ 12:1-10) 

いのちをかけた祈り(使 27:24-25) 

△3 集中だけでも大変なので、パウロ

は深い祈りに入った。自分がからだ

の中にいるのか、からだの外にいる

のか分からないほどということは、

とても深く入ったということだ。ま

た、パウロは、死に直面したが、船

の上に上がったのではなく、下に入

っていのちをかけて祈ったのだ。3

集中できれば、これが 24になっ

て、25、永遠になる。王の前に立つ

時も、終わったのではなく、世界福

音化の門が開かれたのだ。エジプト

には 237 か国と 5 千種族が動く所な

のに、ここに神様が送られたのだ。 

レムナントは目に見えないサミットの

力を養いなさい。必ず考えているこ

と、私の水準、私の霊的状態が後ほど

答えに変わってくる。 

金土日時代のとき、必ずすべきこと－みことばを広げて確認しなさい。 

今、未来に対して分からないから占術、お祓いをたくさんする。苦しめられ

る人々がとても多い。それゆえ、憑依をたくさん受ける。この人がネフィリ

ムになるのだ。 

そうするうちに、各種のがんにもなり、多くの病気、精神疾患に苦しめられ

るようになる。 

そして、答えを受けられない信徒が多い。 

私たちのレムナントは勉強が難しい。 

300%するならば終わりなのに、しきりに心配する。 

 

人間にはサタンのやぐら 12 個が入っている。これが刻印されてやぐらにな

ってしまった。そして、だんだん根を下ろして暗闇の旅程を行くしかない。

後ほど体質になってサタンの道しるべになる。 

私しか分からない。サタンがそれを仕かけてきてきたのが創 3 章だ。それ

ゆえ、知らずにネフィリムになってしまう。 

それゆえ、神様のやぐらに変えてしまわなければならない。7やぐら、7旅

程、7 道しるべを一つ一つ確認しながら、これが刻印されるように祈るのだ。 

そのときから、確実な答えが見える。三位一体の神様がみことば、祈り、救

いの働きで、正確に働かれる。ヨハ 14:16 助け主聖霊をあなたがたに送っ

てあなたがたと永遠にともにいる。ヨハ 14:26 すべてのことを思い起こさ

せる。ヨハ 16:13 将来ことを分からせる。使 1:3-8 御座を説明して、ただ

聖霊に満たされれば力を受けて地の果てまで証人になる。満たしは 300%だ

と見る。答えが明確に来れば、私の計画が必要なくなる。 

レムナント 7 人がそうした。それゆえ、ヨセフは一つだけ話した。主が私と

ともにおられるので。この祝福の中にいれば、先に答えが見えて、心からの

感謝が回復する。 

1.家庭問題 

1)傷を一生持っている 99%の人々 2)傷がビジョンになったヨセフ 

2.エジプトに行った。237-5000 種族がいるためだ。ポティファルの家で経

済を学ぶ。 

3.監獄に行って政治を学ぶ。 

4.そうして、総理になって世界福音化する。これが答えだ。 

 

□結論 

1.タラッパン-伝道するタラッパンを作りなさい。伝道することがあるとき、

そのポイントに合わせてタラッパンをしなさい。 

2.チームの働き-ここに合わせてタラッパンをしなさい。 

3.MH-癒やされるべき人に合わせてミッションホームをしなさい。 

4.専門の働き-職場の中で備えられた人に会うのだ。 

5.地教会-弟子が集まるのだ。地教会は伝道だけすべきだ。ほかの動機で作

れば、伝道を妨害する。 

 

 

 

 

 

 

△散らされた弟子たち 

散らされた弟子の目(創 45:1-5) 

目が変わる。ヨセフの話だ。 

 

兄たち 兄たちを見る目が変わった。正確に話せば「お兄さんのゆえに私が

世界福音化することになった」 

 

奴隷の現場 奴隷に行ったが奴隷の現場を見る目が違う。皆いやおうなしに

生きている。そこで神様の祝福が臨むように祈ったのだ。 

 

ポティファルの妻 ポティファルの妻を見る目が違う。ヨセフが見る時はと

てもかわいそうな人だった。 

 

官長 官長を見る目が違った。これがものすごい道だと知った。 

 

王 それで王に会うようになった。ヨセフが見る時は世界福音化の道だ。こ

のようになる。 



 

 

  2025第 1,2,3 RUTC 永遠の答えの始まり(2)  (社)世界福音化伝道協会 www.weea.kr 

2025年 1 月 12 日 週間祈りカード 

△区域メッセージ第 2 週 

運命を変えること(マタ 16:16)       
△聖日１部 

福音を悟った者(創 22:13-19) 
△聖日２部/神殿建築献身礼拝 

100 年の答え,根源の祝福,レホボテ経済の理由(創 26:12-25) 
年初になれば未信者はほとんど占いに行って、お祓いをする人も多

い。それをすれば解決するべきなのに、霊的問題が来て、次世代に問

題が来る。出 20:3-5を見れば、自分の世代だけに問題が生じるのでは

なくて、三、四代まで行くと言われている。聖書にだけサタンに仕え

るなとなっている。サタンに勝つ権威を与えると言われた、人々がこ

の「運命」を変えられずにいる。私たちは運命は必要ない。キリスト

の中で解放されたためだ。 

□序論 

1.博愛主義-運命が変わっていないのに善良ならばさらに問題が来る。 

2.律法主義-運命が変わっていないのに律法を守れば良いのか。 

3.神秘主義-ある人は神秘主義に陥ってシャーマンのようになる。 

4.清貧主義-きよく生きて、清廉に生きても運命は変わらない。 

□本論_キリスト 

この単語は私たちの運命を変える。 

1.解放-身分 

1)サタンの落とし穴 2)サタンの枠 3)サタンの罠 

△ここから私たちを解放させたのだ。 

2.権威 

1)創 3:15女の子孫が蛇の頭を踏み砕く。この権威を私たちに与え

られた。 

2)創 6:14箱舟の中に入ってくれば生きると、箱舟を作りなさい。

これが権威だ。 

3)出 3:18血のいけにえをささげる日、暗闇は崩れたのだ。 

4)イザ 7:14インマヌエルを悟ってこそ勝つ力ができるのだ。 

5)マタ 16:16あなたは生ける神の御子キリストです。一気に権威を

与えられた。 

3.背景 主人-背景が変わらなければならない。私たちの主人が変わ

ったのだ。 

1)ガラ 2:20滅びる私、暗闇の権威に勝つことができない私は十字

架で死んだ。キリストが私の中に、これが背景で、キリストが私

たちの主人だ。 

2)Ⅱコリ 5:17新しい被造物、霊的 DNAが変わってしまった。 

3)ピリ 3:1-21世の中のことで勝つことはできない。それゆえ、パ

ウロはそれをちりあくたと考えた。そして、上から呼ばれた召し

の賞、天国の国籍、万物を服従させる御名を与えられた。 

△傷ついたこと、完全に跳び越えるべきで「昔」に戻れば霊的問題が

くる。私たちにものすごい権威があるイエス様が与えられた「7・

7・7」を味わえない。暗闇の権威はイエスの御名で祈るとき崩れ

る。さらに重要なのは、問題が来ても大丈夫だ。私たちの主人は神

様だ。 

□結論_職業 

私たちが行く教会、職業、すべてにこの祝福が現れるべきだ。特に私

たちの職業、学業が変われば良い。学業にこの祝福が現れれば良い。 

□序論 

1.アブラハムの旅程 

1)契約に確信がなかったアブラハム-続いた困難 

2)祭壇を築き始めたアブラハム- 「私がいったいだれなのか」を握って祈り 

3)連続した答え-わたしがあなたの盾、報い(創 15章)、多くの国民の父(創

17章)、あなたの子孫によって地のすべての国民は祝福される(創 18

章)、イサク(創 21章) 

2.逃していること 

1)質問しなさい-この地が度々わざわいが臨むのに、私は今どこにいるのか 

2)答えを受けることができなくて占術、お祓い、宗教に陥った人々→次世

代問題、霊的問題、ギャンブル、麻薬、自殺、紛争、分裂、戦争 

3)このとき、アブラハムを呼ばれた-世の中がこのように回っているのに、

これを分からなければ良く暮らしているのではない。 

3.私と私の息子の死の代わりに雄羊、すべてのネフィリムと暗闇を砕く雄羊 

1)息子の代わりに雄羊-子孫繁盛、あなたの子孫によって敵の門を勝ち取

り、地のすべての国々が祝福を受ける 

2)ネフィリムを打ち破ってしまったこと-ネフィリムはサタンが人間を掌握

したこと、すべてのネフィリム、暗闇を打ち破る雄羊 

3)強大国、ユダヤ教、中世教会が解決できない霊的問題を解決する契約を

与えられた 

□本論_雄羊の契約 

1.過去問題の解決 1)エデンの園事件-神様を信じるな。あなたが神になれ 

2)ノアの洪水時代-ネフィリム時代 3)世界暗闇組織-バベルの塔 

△今も続いている。それゆえ、受ける答えは雄羊、キリストの血。 

2.今日の契約(17-18節) 

1)あなたの子孫によって-次世代を空の星、海の砂のように多くする 

2)あなたの子孫が敵の門を勝ち取る-福音を持っているあなたの次世代が暗

闇の権威を持っている敵の門を征服するようになる。 

3)あなたの子孫によって地のすべての国々が祝福を受ける。 

3.未来契約 

1)イサク-世界宣教すべきなので 100倍の祝福、泉の根源、レホボテ 

2)ヤコブ-イスラエル(あなたの子孫によって国々が祝福を受けるので忘れ

てはならない) 

3)ヨセフ-世界福音化 

□結論_すべき一つ-それを実現したヨセフ 

1.主のやぐらを建てなさい-太陽、月、星がお辞儀をするのを見るほどやぐら

を建てたヨセフ 

2.主のやぐらを持った者の旅程を行くようになる-ポティファルの家、監獄で

働きが起こった。総理の座に立てられた。 

3.神様が答えられる道しるべが見える-王の推薦で総理になった 

△契約だけ握って行きなさい。一人でいるとき、さらに幸せなことを見つけな

さい。祈りのやぐらから持たなければならない。家庭、教会に行ってだまさ

れてはならない。生かす考えをして祈って答えを受けなさい。 

私たちは光の経済と光の神殿を回復しなければならない。(100年、根源

的、レホボテ) 

□序論_理由 

1.個人-暗闇文化(のろい)を砕くこと 

1)偶像神殿(ヨハ 8:44)-多くの人が偶像神殿に行く。偶像崇拝すればわ

ざわいが臨む(サタンが働く) 

2)占術、シャーマニズム（お祓い）-占術とお祓いに陥るようになっ

て、個人と次世代にも、ものすごいのろいだ。 

3)法事(Iコリ 10:20) -法事をするとき、悪霊が現れるとなっている。 

2.暗闇の権威-家系にまた入って。この方法が(ネフィリム) 

1)事件-雄羊を送った理由はエデンの園、ノアの洪水、バベルの塔事件

を解決したこと 

2)子孫-あなたの子孫によって地のすべての国々が祝福されて、敵の門

を勝ち取って、空の星、地の砂のように繁盛するようになる。 

3)未来- 100倍の祝福を次世代に、ヨセフを通して世界福音化の契約を

与えられた。 

3.暗闇の文化は大衆、国民にわざわいで現れる。 

1)偶像強大国-必ず偶像を作って強大国を動かした。 

2)ソロモン-全国に偶像神殿を建てた後、イスラエルが分かれてのろ

い、わざわいが続いた 

3)アハブ王-偶像預言者を連れて来て、王宮に置いて育てた。 

4)ローマ-偶像を作って全世界へ。 

5)日本-偶像を作って全体に広めた。教会も神社を作ってお辞儀せよと

言った。 

□本論_1人、2人-光の神殿でひっくり返った。 

1.100年の答え- 3 つの庭 

1)多民族 2)癒やし 3) RT 

2.根源的答え 

1)御座-神様は御座の力で働かれる。 

2)7・7・7やぐら、旅程、道しるべの答えを受けた。 

3)泉の根源-湧き水の出る根源を得たということ 

3.レホボテ経済-大きい土地を動かすほどのレホボテという泉を見つけ出し

た。 

1) RT7 -共通点が完全に主の霊に満たされたということだ。 

2)ヨハ 14:16 救われた私たちは聖霊がともにおられる。 

3)Iコリ 3:16神様の宮が私たちだ。レホボテ経済が起きるしかない。 

4)使 17:1、18:4、19:8 パウロはこれを知って会堂に入り込んだ。 

□結論_見張り人の祈りは 

1.御座のやぐら、旅程、道しるべを動かす祈りだ。 

2.神の国 祈る時間に神の国が臨む。 

3.神の国のこと 私たちが祈った後に神の国のことが成し遂げられる。 

△まとめは常に残りの者、残る者、残れる者、残す者の祈り、24・25・永

遠の祈り、巡礼者の祈り、征服者の創造的祈りを味わわなければならな

い。 

 


